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和歌山県白浜町に所在する京都大学瀬戸臨海実験所“北浜”で

晩秋から冬季に発見されたツノメガニの幼体（甲殻類，スナガ二科）

久保田 信＊

Shin KUBOTA : Appearance of juveniles of Ocypode ceratophthalma (PALLAS) (Crustacea Ocypodidae) 

in late autumn to winter on“Kitahama”beach at the Seto Marine Biological Laboratory, 

Field Science Education and Research Center, Kyoto Unive1 sity, Shirahama Town, Wakayama Prefecture, Japan 

はじめに 結果と考察

和歌山県西牟婁郡白浜町に所在する京都大学瀬戸臨海 過去約 10年間余りの期間中，晩秋から冬季に “北浜”

実験所“北浜”の全体では，通年は7-10月の夏季か では，次のように少なくとも 2個体のツノメガニの幼休

ら秋季にかけて直径約 3cmまでの種々のサイズのスナ および2個体のスナガニ類が発見された l雌のツノメ

ガニ属の巣穴が普通に見られる （久保田， 2006, 2012a; ガニの新鮮な死体 （発見年月 日は 2004年 10月15日）

渡部ほか， 2012）。直線距離で 400Illほどの“北浜”では． とl雄のツノメガニの生体 （2013年 l月9日）．および

その巣穴の数は年変動があり，最多で 669個（2012年）， スナガニ類2個体の新鮮な死体（2000年の 11月3日と

最小で33個（2004年）の記録がある （久保田， 2006,

2012a）.今回。年を越して 1月に入った真冬にもかかわ

らず巣穴が見られたのと同時に，生体のスナガニ類も発

見された。そこで， 当該区域で晩秋から冬季にこれまで

発見されたスナガニ類の稀少記録も併せて報告する。

図 1 和歌山県白浜町に所在する京都大学瀬戸臨海実験
所”北浜”で 2016年1月14日に発見されたツノ
メガニの生きた雄幼体（甲幅24rnrn) 

Fig. 1. Living male juvenile of Ocypode ceratophthalma 

(PALLAS) found on“Kitaharna”－beach at the Seto 

Marine Biological Laboratory, Kyoto University, 

Shiraharna Town, Wakayama Prefecture, Japan on 

January 14, 2016 (carapace width 24 rnrn). 

図2 和歌山県白浜町京都大学瀬戸臨海実験所“北浜”
で2016年 1月15日に発見されたスナガニ属の巣
穴 指の幅： c22 rnm. 

Fig. 2. A burrow of of Ocypode sp. found on Kitahama 

-beach at the Seto Marine Biological Laboratory, Kyoto 

University, Shirahama Town, Wakayama Prefecture, 

Japan on January, 15, 2016. Finger width: c 22 mm. 
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12月9日）。今回，2016年1月14日に， 新たに 1個体

のま日幼体（甲l隔24mm）が波打ち際で発見された（図 1）。

この個体は屋内で飼育したが，市販の人工餌2種類を食

べた後， 2日目に死亡した。

“北浜”ではスナガニ類の巣穴は 2016年1月になって

も少数が存在した。その数は， 1月15日に7個で， 1月

16日と 17日にそれぞれわずか3個であった （図2）。そ

れ以降も調査を継続したが，強風や荒波の日々が多いた

めもあってか，全く見当たらなかった。 このように極め

て少数だが，この事象は今迄に生じていない記録となっ

た。これは，周辺湾周辺で他の動物 （例えばミドリイガ

イ：久保問， 2007）でも見られるような地球温暖化の影

響を示す一例となる。

現在の “；｜じj兵”に生息するスナガニ属のほとんどは，

ツノメガニ Ocypodeceratophthalma (PALLAS）とナンヨ

ウスナガニO sinensis DAI and YANGであるが（i度部ほか，

2012）。後者らしき個体が夏季に構内から発見されたこ

とがある（久保田，2012b）。ツノメガニは以前には奄美

大島以南に分布する南方系種だったが （和田， 1995)'

2000年頃に瀬戸内海東部や大阪湾から採集されている

（渡部 ・伊藤，2001）。 また，相模湾でもツノ メガニに加

えてナンヨウスナガニが発見されている（渡部， 1976;

渡部ほか， 2012）。 この様な状況の中，これまで晩秋か

ら冬季に

なくとも言1・ 31園イ本）カ宮ツノメカ、ニで、あることカミら， また

今回のように通年とは異なって真冬まで生息が継続しで

も， 巣穴の数はごく少数に減少することから，本種は越

冬できずに冬季に全個体が死亡するのであろう。いわゆ

る熱；帝魚（サンゴ礁魚類）でよくま(Iられるこの無効分散

は，紀伊半島沿岸のツノメガニについても淀ほか（2006)

や渡部ほか（2012）の調査結果から既に指摘されている。
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